











伊 藤 佳 子
トマス ・バーデ ィは田園を舞台 に した作品 「緑樹 の陰で』 によって作家 と
しての将来性 を認 め られ、続 けて書 き上 げた同 じく田園物の 『狂乱 の群れ を
離れて』 は彼 の出世作 とな った。 しか し彼は大衆が求 める牧歌的な作品をずっ
と書 き続 け る気 持 は な く、 当面 「これまで手 掛 けなか った新 しい方 面」1
で創 作 を試 み ようと決意す る。 こう してその頃胸 に温 めて い た 『森 林 地 の
人 々』2の構 想 は脇 に置 いておかれ、 その間 「帰郷』 や 『カ ス ター ブ リッジ
の町長』が生 み出 された。『森林地 の人々』 が初期のパ ス トラル的 な素 材 を
扱 いなが らバーデ ィの作家 として の円熟期 に完成 されたとい う作品制作 の経
緯 を考 える と、 この小説 は後期 の代表作 『ダーバ ヴィル家の テス』 や 『日蔭
者 ジュー ド』 へ向か う転換点 に立っ作 品 として位置 づけ るこ とがで きよ う。




riedout,"3この時期、彼 は 「あ る個 人の人生 においてそ の人 が抱 いて い る
目的や願望 が他か らの力に よってやむな く阻 まれて ゆ く状況 」 に深 く捉 え ら
れて いたよ うに思 われ る。 なぜな ら 『森林地の人々』で描かれている世界は、
まさに人 々が無数 の因果関係の網 の 目に捉え られ悲劇的 な生 の状況を呈 して
いるか らである。 さ らにこの作品の タイ トルが 「ヒン トックのフィッツピアー
ズ』 か ら 「森林地 の人 々』 に変わ ったのは、作者 の関心が特定 の人物か ら不
特定 の人 々の悲劇 的状況へ と移 って い ったか らだ と思 われる。
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上述の三っの田園物のうち、『緑樹の陰で』 と 『森林地の人々』 は特 にプ







デ ンティティを回復 し故郷に同化 してゆく。
一方、『森林地の人々』においては舞台となるリトル ・ヒントックの森 は、
次のように描かれている。
 They went noiselessly over mats of starry moss, rustled 
through interspersed tracts of leaves, skirted trunks with spread-
ing roots whose mossed rinds made them like hands wearing 
green gloves; elbowed old elms and ashes with great forks, in 
which stood pools of water that overflowed on rainy days and 
ran down their stems in green cascades. On older trees still 
than these huge lobes of fungi grew like lungs. Here, as every-
where, the Unfulfilled Intention, which makes life what it is, was 
as obvious as it could be among the depraved crowds of a city 
slum. The leaf was deformed, the curve was crippled, the taper 
was interrupted; the lichen ate the vigour of the stalk, and the 





欲な宇宙意志 があ りあ りと現れてお り、 都会 の競争原理 が 自然 にも働 いてい
る。 しか しこれ はパ ス トラルの メッセー ジとは異な る。伝 統的パ ス トラルで
は羊 飼いや 田園人 の単純素朴 な生活 が都 会や宮廷 の腐敗、 堕落 した生活 と対
比 されて、前 者を理 想 と仰 ぐのであ る。 然 るに この ヒン トックの森 はlocus
amoenusではな く現実の森で あ り、都会 と同 じ く厳 しい生存 競争 の場 と し
て リア リステ ィックに描 かれている。
本 論で はバ ーデ ィが リア リステ ィックな素材 と伝統的パス トラルのテクニ ッ
クやパ ター ンをどのよ うに芸術 的に融合 してこの田園世界 を描 いて いるかを
明 らかに して ゆきなが ら、作品 中の田園 的価値 と都会的価値にっいて考察 し、
パ ス トラル世界 の変容 を探 って ゆきたい。
1
先ず物語冒頭は 「昔を懐かしむ思いに誘われて、ブリス トルか ら南海岸ま
でほとんど一直線に走 っている駅伝馬車の旧道を徒歩で辿る人は、その旅路
の後半では、 りんご園が散在する広々とした森林地帯 にさしかかる」という
風にノスタルジアを掻き立てる描写で始まる。 ピーター ・マリネリが 「牧歌
という芸術は本質的に回顧的な芸術であ り、アルカデ ィアはその創造以来、
せっない憂愁をこめた憧れの産物である」4と述べているように、 ノスタル
ジアはパストラルの基調であると言えよう。 またこの ヒントック村 は文明社
会か ら隔絶 した密閉された空間として提示されている。
From this self-contained place rose in stealthy silence tall stems 
of smoke, which the eye of imagination could trace downward to 
their root on quiet hearthstones, festooned overhead with hams 
and flitches. It was one of those sequestered spots outside the 
gates of the world where may usually be found more meditation 
than action, and more listlessness than meditation; where
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reasoning proceeds on narrow premisses, and results in infer-
ences wildly imaginative; yet where, from time to time, dramas 
of a grandeur and unity truly Sophoclean are enacted in the 
real, by virtue of the concentrated passions and closely-knit in-
terdependence of the lives therein. (39-40) (italics mine)
引用文 中の`self-contained',`sequestered'とい う語 は、 パ ス トラル的 空間
の条件、 っま り 「現実 か らの分離」 を示 してい る。5こ の よ うに ヒ ン トック
村 は空間 的に はパ ス トラルの設定 にな ってい る。然 るにパ ス トラル的 トポス
であるこの平和 な炉端 は、世 の労苦 か ら解放 される場 ではな く、村 の貧 しい
娘 マーテ ィに とっては病気 の父 に代 わ って夜 なべ仕事 に励む場 となっている。
っ ま り閑暇で はな く労働が描か れている。 また ヒン トックの森 を支配 す る弱
肉強食の掟 は、村人 の生活 に も容赦 な くその力 を及ぼす。 即 ちこの村 に三人
の都会人が来 て田園 の平和 を乱 し、略奪 と裏切 りの ドラマを展 開す るのであ
る。 ところで都会人 の田園侵入 とい うのはパ ス トラル の一 っのパ ター ンであ
るか ら、 物語 はパ ス トラルの枠組を とって いると言え るのだが、 そ こに描 き
出 され る世 界 は、 自然で あれ人 々の生活で あれ反パ ス トラル的な もの になっ
てい る。
まず この三 入の都会人 にっ いて考察 してみ たい。 マ ーテ ィの髪 を求めて町
か らや って来 る床屋 のパ ーコムはマーテ ィによ って"theDeviltoDoctor
Faustus"(44)に譬え られ、彼の行為 は"therapeofherlocks"(52)と
されてい る。 第二 の侵入者 チ ャーモ ン ド夫人 は、 イ シスに譬 え られ るこの土
地 の女地主 で、村人 の生活 を支配 す る神 的な存在 であ る。彼女 は村人 に は全
く興味 を示 さず、夫 の遺 した大邸宅 で孤独 と倦怠 の 日々を送 り、皆 か ら恐れ
られ ている人物 であ る。第三 の侵入者 フィッツピアーズは数 カ月前 に この地
に移 り住 んだ医者で あるが、"atropicalplantinahedgerow"(80)に譬
え られ周囲 の生活 とは何一 っ共通点 のな い異 質 な存在 で あ る。 彼 は"some
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mysteriousblackart"(61)に関す る本 を読 みふ け り、"heisinleague
withthedevil"(40)と噂 されてい る不審 人物 で あ る。 貴族 の末 裔 であ る
彼 は、金持 ちの材木商 の娘 グレイスとの交 際は恋愛遊戯 のっ もりであ ったが、
森の中で村人 の仕事 ぶ りを 目に して"Thesecretofhappinesslayinlim-
itingtheaspirations."(159)と思 う。彼 の心 は自 らの野心 と ヒン トックで
の"sylvanlife"(159)との間で揺 れるが、結局 グレイス との結婚 を選 ぶ。
しか し新婚旅行 を終 えて現実 の生活 に戻 った時、 自分 は彼女 との結婚 で身分
を落 と した とい う屈辱感 や、栄達 の道が塞 がれた とい う絶望感 に苛 まれる。
けれ ども彼 は義父 の身分 を軽蔑 しつつ も彼 に経済 的に依存 す ることには何 ら
良心 の呵責 を覚 えない身勝手 な人 問で ある。 さ らにチ ャーモ ン ド夫人 や村 の
女 スークとの関係 で も明 らかなよ うに、彼 の愛情 は 「分割 や移植」が可能 な
ので あって、彼 は道徳 的 に曖 昧な人物 だと言 えよ う。
村人 にと って不気 味な存在 であ るこの三人 は、森 に対 す る反応 の仕方 に も
共通点が認 め られ る。 っ まり森 のなか で居心地 の悪 さを感 じ森 を嫌 っている
か らで ある。彼 らはア ウ トサイ ダーで土地 との繋 が りがないため、 ヒン トッ
クはさみ し く退屈 な場所 で しかない。 この よ うに彼 らは田園世界 との絆 を欠
く人物 であ ると言 え る。
II
村 の若 い 自営農 ジャイルズ と彼 を慕 うマーテ ィは 自然 と一体 となって生 き、
"thetongueofthetreesandfruitsandflowers"(341)で話 す ことが
で きるパス トラル的人物造型 であ る。
 The casual glimpses which the ordinary population bestowed 
upon that wondrous world of sap and leaves called the  Hintock 
woods had been with these two, Giles and Marty, a clear gaze. 
They had been possessed of its finer mysteries as of
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commonplace knowledge; had been able to read its hieroglyphs 
as ordinary writing; to them the sights and sounds of night, win-
ter, wind, storm, amid those dense boughs, which had to Grace 
a touch of the uncanny, and even of the supernatural, were sim-
ple occurrences whose origin, continuance, and laws they 
foreknew. (340)
この二人 は森 の微妙 な神秘 を平凡な知識 と して身 にっ け、森が表 して いる文
字を読み とることがで きる。彼 らは自然 との共感能力を もち、 自然への洞察
力を備えて いる。
さ らにマーテ ィは"alwaysdoomedtosacrificedesiretoobligation"
(170)と語 られて いるよ うに、 自分が思 いを寄 せ る ジャイル ズ とグ レイ ス
が婚約者 同然 であ ることを知 って身を引 く自己犠牲の精神 があ る。 また彼女
は父の死 に直面 した時 も"afulllookattheWorst"6を持 ってい る。 厳 し
い現実 にた じろがない彼 女の このよ うな姿勢 は 『狂乱 の群 れを離 れて』 の田
園人 オー クに も認 め られ る。彼 は自分 の飼 っていた二百頭 の羊 を突然失 うと




彼 は凛 と した落 ち着 き、 あの運命 に動 じない力 を持 ち人生 を堪 え忍ぶ力が あ
る。
一方、 ジ ャイルズ も素朴 な田園人 と して自分 の仕事 には精通 して いるの だ
が、内気で絶 えず 自己規制 をす る。 グ レイスとの恋 にお いても終身借 地権の
契約更新 にお いて も、彼 の積極性の欠如が事態 の悪化を招 いた一因なので あ
るが、彼 は状況 の変化 に対応 した生 き方がで きず、物事を 「自然の成 り行 き」
に任せて しま う運命黙従型 の人間だ と言え よう。彼 はグ レイスに献身 的な愛
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都 会 人 フ ィ ッ ツ ピ ア ー ズ と 田 園 人 ジ ャ イ ル ズ と の 間 で"thecatalyst"Hの
よ う に 揺 れ 動 く の が グ レイ ス で あ る。 彼 女 は 父 の 社 会 的 野 心 の 犠 牲 者 で あ る
が 、 帰 郷 後 、 幼 馴 染 み の ジ ャ イ ル ズ の 純 朴 さ や 自 分 に 対 す る変 わ らぬ 気 持 を
知 りっ っ も、 フ ィ ッ ツ ピア ー ズ の 才 知 や チ ャ ー モ ン ド夫 人 の 洗 練 さ れ た 趣 味




extremity"(309)彼女 の 都 会 仕 込 み の 教 育 に よ っ て 施 さ れ た 表 面 の 装 い の
下 に は 田 園 人 と して の 本 質 が 隠 さ れ て い て 、 こ の`modern'なも の と`primi-
tive'なも の の 共 存 の た め に彼 女 は 苦 しむ の で あ る が 、 都 会 的 な も の へ の 強
い 憧 れ と 結 婚 に よ る階 級 的 上 昇 を 狙 う父 の 野 心 に 後 押 し さ れ て 、 フ ィ ッ ッ ピ
ァ ー ズ と の 結 婚 に 踏 み 切 る 。 し か し結 婚 後 夫 の 背 信 を 知 っ た 時 、 初 め て ジ ャ








こ こ で は`culture'が`homeliness'や`roughness'と対 比 さ れ て い る の
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だが、彼女 は教養 とい うものが人間 と しての立派 さとは無縁の ものだと悟 る。
自分 は結 婚の選択 において間違いを犯 した と知 り、教育 によって 自分 に社会




broughtmeinconveniencesandtroubles."'(240)グレイ スに と って結
局、 教養 は不便 と不幸 を もた らしただ けであ り、帰郷後 の彼女 には現 実の足
場 はど こに もな く、 いわば宙づ りの状態に置かれてい る。 ジ ョン ・ホ ロウェ




thoughtisadiseaseoftheflesh"'9パリカaらの帰郷者 ク リム ・ヨー ブラ
イ トの顔 に も 「思想 は肉体 の病」 と記 されていることか ら考 えて、バ ーデ ィ
は教育や教養 といった ものに対 してネガテ ィブな面 を認識 して いた ので はな
いだろ うか。
このようなグ レイスの父 に対す る反抗的態度 も一時的、発作的な もの にす
ぎず、"herpassionatedesireforprimitivelife"(226)も一 過性 の もの
で あることが判明す る。 なぜ な ら彼女 はジ ャイル ズの死の直後 こそ 自責の念
に駆 られ るが、時がたっ にっれて彼 の死 に対 して 自己正当化を試み るか らで
ある。 その一方で夫の巧み な和解戦術 に嵌 り、彼 の改悛の情 に絆 され、結局
は自分 の心 の中で折 り合 いをっ けて しまって縒 りを戻 して しまう。夫 の裏切
りを知 った時 こそ 「神様 の掟で は、 あの人 に縛 られて いません」 と言 うほど
当時 としては新 しい考 え方 を見 せ るのだが、 いっ も`propriety'を基準 に行
動す る彼女 は新 しさと古 さが混在す る複雑な人物 造型 であ り、『日蔭者 ジュー
ド』 のスー ・ブライ ドヘ ッ ドの前身 と言え るであ ろう。1°
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と こ ろ で 、 グ レ イ ス の 父 メ ル ベ リ ー は 俗 物 の 野 心 家 だ が 、 倫 理 を 弁 え た人







couragementfromthatquarter."(233)女性 の 豊 饒 性 の シ ン ボ ル で あ る
イ シ ス の ヴ ェ ー ル を 掲 げ る フ ィ ッ ッ ピア ー ズ の 大 胆 さ と 、 そ れ を 唆 す チ ャ ー
モ ン ド夫 人 の 手 管 に示 さ れ て い る よ う に 、 メ ル ベ リ ー が 賛 美 して い る 階 級 の
エ トス は 性 的 放 縦 の コ ー ドを 含 む こ と が こ こ に は 示 唆 さ れ て お り 、ilそれ が
彼 の 素 朴 な 道 徳 感 と対 比 さ れ て い る 。 そ して 彼 は 道 徳 的 に 曖 昧 な 都 会 人 と対
決 し よ う と す る時 、`sophisticated'なも の に 対 し て`simple'なも の の 劣 勢





(233)こ の よ う に 田 園 的 な も の が 都 会 的 な も の に 脅 か さ れ て い る 構 図 が 浮
か び 上 が っ て く る の だ が 、 田 園 人 が い っ も 守 勢 に 立 っ て い る わ け で は な い。
例 え ば マ ー テ ィの 髪 は フ ィ ッ ツ ピ ア ー ズ と チ ャ ー モ ン ド夫 人 の 仲 を 裂 く け れ
ど も 、 そ の 結 果 フ ィ ッ ツ ピ ア ー ズ は ヒ ン トッ ク に 戻 っ て く る し、 テ ィ ム ・タ
ン グ ス が 仕 掛 け た 人 捕 り罠 は フ ィ ッ ッ ピ ア ー ズ で は な く グ レ イ ス に か か り、
そ れ が 二 入 の 和 解 を 促 進 す る と い う よ う に 、 田 園 人 の 逆 襲 は 皮 肉 な 結 果 を 招
き 、 都 会 人 を 完 全 に 打 ち 負 か す ほ ど の 力 を 持 た な い 。
最 後 に 農 村 共 同 体 の 果 た して い る 役 割 は ど うで あ ろ う か 。 『緑 樹 の 陰 で 』
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で は農村社会 の秩序 と安定があ り、帰郷者 を温か く受 け入 れ る包容 力が あ っ
た。 また 『狂 乱の群れを離れて』で は村人のユー モア溢れ る会話 が あ り哄笑
が聞 こえた。一 方、「森林地 の人 々』 では ジャイルズが終 身借 地権 の保留 を
チ ャーモ ン ド夫人 に拒 否 された時、村人 は彼女を悪魔呼ばわ りするだけであ っ
て、『カスター ブ リッジの町長』 でヘ ンチ ャー ドとルセ ッタの過去 を暴 い た
スキ ミテ ィ ・ライ ドを行 うような反抗的 エネルギ ーを失 ってい る。 メ リツ ・




criticismor,worsestill,ofpassiveacceptance."12この よ うに 『森 林 地
の人 々』 に至 ると共同体 は弱体 化 して いることは確かであ る。 この ことは取
り も直 さず人 間 関係 の希 薄 化 を意 味 し、 延 い て はパ ス トラ ル 世 界 の
"closely-knitinterdependenceofthelives"(40)が失われつ っ あ ると言







See  'The  Woodlanders'
Pale beech and pine so blue, 
     Set in one clay,
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Bough to bough cannot you 
    Live out your day?
When the rains skim and skip, 
Why mar sweet comradeship, 
Blighting with poison-drip 
    Neighbourly spray? 
Heart-halt and spirit-lame, 
     City-opprest,
Unto this wood I came 
    As to a nest;
Dreaming that sylvan peace 
Offered the harrowed  ease— 
Nature a soft release 
     From men's unrest. 
But, having entered in, 
     Great growths and small 
Show them to men  akin— 
    Combatants all! 
Sycamore shoulders oak, 
Bines the slim sapling yoke, 
Ivy-spun halters choke 
     Elms stout and tall. 
Touches from ash,  0 wych, 
    Sting you like scorn! 
You, too, brave hollies, twitch 
     Sidelong from thorn. 
Even the rank poplars bear 
Lothly a rival's air, 
Cankering in black despair
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     If overborne. 
Since, then, no grace I find 
     Taught me of trees, 
Turn I back to my kind, 
     Worthy as these. 
There at least smiles abound, 
There discourse trills around, 
There, now and then, are found 
     Life-loyalties.
都会生活 に疲 れた 「僕」 は安 らぎを求 めて森 へや って来 たが、 そ こで見たの
は都 会 と同 じ光景 人間 と同 じく互 いに傷 っけあ って いる木 々の 姿 であ
る。 森で得 られ ると思 った安 らぎは幻想 にす ぎなか った。彼 は木 々に教 え ら
れ る何 の美点 も見 い出せず、幻滅 して都会に戻 ってゆ く。 この詩 にはバーディ
の若 い頃の ワー ズワス的な 自然 と人間 との和合 はもはや見 られず、彼 の ダー
ウィン的な自然観 が示 されて いるのだが、 バーデ ィは森 を神秘 的な知 識の源
泉 と考えていたか らこそ、森 の微妙な神秘を平 凡な知識 と して身にっ けて い
るジャイルズやマー ティを理想的田園人 と して描いてい るのではないだ ろう
か。 然 るに ジャイル ズに死を与えてい るということは彼を全面 的に賛 美 して
いるのではな いと思われ る。彼 は人生の大事 な局面で優柔 不断であ る故 にグ
レイスや家を失 う羽 目に陥 る。彼の 自然 との共感能力や ス トイ ックな倫理感
は高 く評価 で きようが、彼 は状況の変化に対応 した生 き方 がで きない不器用
な人間であ る。丁度ヘ ンチャー ドが時代の変化 に対応で きず滅 び るよ うに、
ジャイルズ も森で悲劇的 な死 を遂 げる。
ところで ジャイル ズや マーティは、 リア リス ティ ックであ ると同時にア レ






cider..."(225)ジャ イ ル ズ は 「秋 の 弟 」 に 譬 え ら れ 、 ま た 離 婚 騒 動 の 心 労
か ら床 に 就 い た グ レイ ス の 記 憶 に 彼 は"thefruit-godandthe...:・."
(291)と し て 蘇 っ て く る。 他 方 、 マ ー テ ィ も女 性 の セ ク シ ュ ア リ テ ィ の シ







stracthumanism."(375)この よ う に ジ ャ イ ル ズ や マ ー テ ィ の 現 実 空 間 に
生 き る 人 間 と して の 存 在 感 は 次 第 に 希 薄 に な っ て ゆ く よ う に 感 じ ら れ る 。
そ れ と 対 照 的 に 、 グ レイ ス や フ ィ ッ ツ ピ ア ー ズ は状 況 の 変 化 に う ま く身 を
処 し て ゆ く順 応 性 と した た か さ を 持 っ て い る と言 え よ う。 父 の 意 の ま ま に 動
く娘 で あ っ た グ レイ ス は、 結 婚 後 の 苦 い 経 験 を 経 て 最 後 は 父 の 元 を 去 っ て 自
ら の 人 生 を 切 り 開 い て ゆ こ う と す る。 一 方 、 フ ィ ッ ッ ピ ア ー ズ も チ ャ ー モ ン
ド夫 人 と訣 別 後 は グ レイ ス の 信 頼 を 取 り 戻 す べ く 粘 り 強 く彼 女 に 働 きか け る
な ど 、 二 人 の 人 物 像 は リア リス テ ィ ッ ク に描 か れ て い る。 彼 ら は 生 存 競 争 の
生 き 残 り組 で あ る。 デ イ ヴ ィ ッ ド ・ロ ッ ジ は"Fitzpierssurvivesbecause
heisfitter,notbetter,thanGiles‐fittertosurviveina`modern'
age."13と論 じ、 バ ー デ ィ 自身 も"Sciencetellsusthat,inthestruggle
forlife,thesurvivingorganismisnotnecessarilythatwhichisabso-
lutelythebestinanidealsense,thoughitmustbethatwhichis
mostinharmonywithsurroundingconditions."14と述 べ て い る 。 環 境
に適 応 す る者 が 生 き残 る の で あ る が 、 そ こ に 道 徳 的 判 断 の 入 る余 地 は な い と
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い う 点 で 両 者 は 一 致 し て い る よ う に 思 わ れ る。
フ ィ ッ ッ ピ ア ー ズ と グ レ イ ス は 再 出 発 を 期 して 田 園 世 界 か ら 出 て 行 く の だ
が 、 彼 らの 将 来 に 幸 福 が 約 束 さ れ て い る わ け で は な い 。 こ の 二 人 に つ い て 村
人 は"`AtpresentMrsFitzpierscanleadthedoctorasyourmis'ess
couldleadyou,'thehollow-turnerremarked.`She'sgothimquite
tame.Buthowlong'twilllastIcan'tsay.'"(374)と不 吉 な 予 測 を 下



















タルジアを抱いていた。そして時代 の変化を引 き起 こした`modern'なも
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の に対す るア ンヴィヴァレン トな態度 か ら推測 して、近代文 明は果た して人
間 に本当 の幸福を もた らすのか とい う疑念 を彼 は払拭 で きなか ったのではな
いだ ろうか。 この三 つの田園物 におけ る自然や人物、農村共 同体 等の変遷 を
通 してウ ェセ ックスのパ ス トラル世 界 の変容 を描 くなか で、 彼 は`primi-
tive'なものに対 する愛惜 の念、`modern'なものに対 す る懐 疑 の心 を表 明
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